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◆参考資料◆ 

 

１ 検討の体制と経緯                            

 

⑴ 検討の体制  

高蔵寺ニュータウン未来プランの策定にあたり、まちづくりの専門家等の意見や地域住

民等の意見を取り入れ、より良い計画とするため、有識者、市民、関係団体等で構成する外

部委員組織「高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会（委員長：瀬口哲夫名古屋市立

大学名誉教授）」を設置し、未来プランの策定に向けた検討を行った。委員会に専門部会を

置き、学識経験者による専門的・技術的な見地からの検討を行った。 

また、未来プランの原案の検討及び未来プランに掲げる取組を推進するため、組織横断的

な内部組織として「高蔵寺リ・ニュータウン推進本部」を設置するとともに、地域の住民の

意見を未来プランに反映させるため、ワークショップや意見交換会を開催した。 

 

 

 ⑵ 検討体制概要図 

   外部委員組織である「高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会」と組織横断的な内

部組織である「高蔵寺リ・ニュータウン推進本部」の概要は次のとおりである。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統括責任者：中村幹雄副市長

各関係部長

【事務局】
ニュータウン創生課

【委員】
〇有識者
（都市計画・交通計画・福祉等の分野）

〇春日井商工会議所、自治会等代表、
ＮＰＯ団体

〇公募委員
〇高蔵寺ニュータウンセンター開発㈱、
広報大使、副市長

【オブザーバー】
〇中部地方整備局
〇愛知県
〇ＵＲ都市機構

【事務局】
高蔵寺リ･ニュータウン推進本部
ニュータウン創生課

高蔵寺ニュータウン未来プラン
策定検討委員会

本部長（服部敦市政アドバイザー）

副本部長
（前川広企画政策部長・

熊木雄一まちづくり推進部長）

外部委員組織 組織横断的な内部組織

高蔵寺リ・ニュータウン
推進本部
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⑶ 高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、春日井市附属機関設置条例（平成27年春日井市条例第２号）第４条の

規定に基づき、春日井市高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会（以下「委員会」

という。）の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

 （委員） 

第２条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

 ⑴ 優れた識見を有する者 

⑵ 公共的団体等の代表者又は推薦を受けた者 

⑶ 公募による市民 

⑷ 春日井市副市長 

⑸ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

 （任期） 

第３条 委員の任期は、１年とする。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長） 

第４条 委員会に、会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する委員がその

職務を代理する。 

  （会議） 

第５条 委員会の会議は、会長が必要と認めたとき又は市長から要請があったときに、会長

が招集し、会長がその会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

４ 委員会は、必要があると認めるときは、委員会の会議に関係者の出席を求め、説明又は

意見を求めることができる。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、企画政策部ニュータウン創生課において処理する。 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、会長が委員会に

諮って定める。 

 

附 則 

この規則は、平成27年４月１日から施行する。 
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⑷ 高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会委員名簿 

 

氏名 肩書 

◎〇瀬口 哲夫 名古屋市立大学名誉教授 

〇杉村 公也 中部大学生命健康科学部作業療法学科特任教授 

〇磯部 友彦 中部大学工学部都市建設工学科教授 

〇有田 智一 筑波大学システム情報系社会工学域教授 

〇生田 京子 名城大学理工学部建築学科准教授 

髙栁 通 春日井商工会議所特別常議員 

水谷 芳彦 春日井市区長町内会長連合会副会長 

南部 哲男 東部ほっとステーション運営協議会会長 

田中 久美子 公募委員 

林 正彦 公募委員 

岡本 広明 高蔵寺ニュータウンセンター開発㈱代表取締役社長 

松村 亜矢子 春日井広報大使 

中村 幹雄 春日井市副市長 

   ※◎会長、〇専門部会構成員 

【オブザーバー】 

 

 

  

 

 

 

国土交通省中部地方整備局 

愛知県 

ＵＲ都市機構 
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⑸ 高蔵寺リ・ニュータウン推進本部設置要綱 

 

（設置） 

第１条 高蔵寺ニュータウンの総合的なまちづくりを進めるため、高蔵寺リ・ニュータウン

推進本部（以下「推進本部」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 推進本部は、次に掲げる事項について検討する。 

 ⑴ 高蔵寺ニュータウンの総合的なまちづくりに関すること 

 ⑵ 高蔵寺ニュータウン未来プランの策定及び推進に関すること 

⑶ 前２項に掲げるもののほか、高蔵寺ニュータウンに関する重要な事項 

 （組織） 

第３条 推進本部は、別表第１に掲げる職にある者をもって組織する。 

２ 推進本部に本部長を置き、春日井市市政アドバイザーをもって充てる。 

３ 推進本部に副本部長を置き、企画政策部長及びまちづくり推進部長をもって充てる。 

 （本部長の職務） 

第４条 本部長は、会務を総理する。 

２ 本部長に事故があるとき又は本部長が欠けたときは、あらかじめ本部長が指名する副本

部長がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 推進本部は、本部長が必要に応じて招集する。 

２ 推進本部は、委員の半分以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 本部長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、その意見又は

説明を求めることができる。 

（庶務） 

第６条 推進本部の庶務は、企画政策部ニュータウン創生課において処理する。 

 （委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進本部の運営について必要な事項は、本部長が定

める。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成27年５月26日から施行する。 
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別表第１（第３条関係） 

 

 春日井市市政アドバイザー 

企画政策部長 

総務部長 

 市民生活部長  

文化スポーツ部長  

健康福祉部長  

青少年子ども部長  

環境部長  

産業部長  

 まちづくり推進部長 

建設部長 

上下水道部長 
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⑹ 高蔵寺リ・ニュータウン推進本部員名簿 

 

区分  

本部長 服部敦市政アドバイザー 

副本部長 企画政策部長  

〃 まちづくり推進部長 

委員 総務部長 

〃 市民生活部長 

〃 文化スポーツ部長 

〃 健康福祉部長 

〃 青少年子ども部長 

〃 環境部長 

〃 産業部長 

〃 建設部長 

〃 上下水道部長 
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⑺ 検討の経緯 

  

 

 

開催日 審議内容等 

2015年７月９日 

第１回春日井市高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会 

・諮問 

・高蔵寺ニュータウンの現状と課題について 

・高蔵寺ニュータウン未来プランの基本構成について 

・今後の検討スケジュールについて 

2015年８月21日 
第１回専門部会 

・「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン計画」骨子案について 

2015年９月19日 

       26日 
高蔵寺ニュータウン未来プランワークショップ（34名参加） 

2015年10月23日 
第２回春日井市高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会 

・「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン計画」骨子案について 

2015年11月～12月 
高蔵寺ニュータウン未来プラン意見交換会 

 （７か所開催、165名参加） 

2015年12月６日 
第２回専門部会 

・「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン計画」（案）について 

2016年１月８日 
第３回春日井市高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会 

・「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン計画」（案）について 

2016年１月22日 高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会から市長へ答申 

2016年２月６日～    

      ３月７日 
市民意見公募（パブリックコメント） 

高蔵寺リ・ニュータウン計画（案）に対する市民意見公募の結果 

 募集期間：2016年２月６日～2016年３月７日 

 募集結果：18名 50件 
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⑻ ワークショップ開催結果（かわら版） 
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⑼ 意見交換会開催結果（かわら版） 
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２ 計画改定の体制                             

 

⑴ 計画の改定の体制  

有識者等により設置された「高蔵寺リ・ニュータウン推進会議」は、ＰＤＣＡサイクルに

より、本計画に基づくプロジェクト及び施策の実施状況や成果目標の達成状況について評

価・検証を行い、適時計画の見直しを行うこととしている。 

 

 

(2) 春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、春日井市附属機関設置条例（平成27年春日井市条例第２号）第４条の規

定に基づき、春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議（以下「推進会議」という。）の組織

及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（委員） 

第２条 推進会議の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

 ⑴ 優れた識見を有する者 

⑵ 公共的団体等の代表者又は推薦を受けた者 

⑶ 公募による市民 

⑷ 春日井市副市長 

⑸ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

（任期） 

第３条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長） 

第４条 推進会議に、会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職

務を代理する。 

（会議） 

第５条 推進会議の会議は、会長が招集し、会長がその会議の議長となる。 

２ 推進会議は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 推進会議の会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

４ 推進会議は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、説明又は意見を求め

ることができる。 

（庶務） 
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第６条 推進会議の庶務は、まちづくり推進部ニュータウン創生課において処理する。 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、会長が推進会議に諮って定める。 

 

附 則 抄 

（施行期日） 

１ この規則は、平成29年４月１日から施行する。 

（春日井市高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会規則の廃止） 

２ 春日井市高蔵寺ニュータウン未来プラン策定検討委員会規則（平成27年春日井市規則第７

号）は、廃止する。 
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３ 一部改定(2019年(平成31年)３月)                       

 

(1)一部改定の経緯 

2016 年(平成28年)３月の計画策定から２年が経過した2018 年度(平成30年度)に、新た

なプロジェクトとして位置付けることが適当な事項等について、春日井市高蔵寺リ・ニュ

ータウン推進会議において次のとおり計画の部分的な見直し作業を行った。 

 

(2)市民意見公募 

開催日 審議内容等 

2018年７月27日 

平成30年度第１回春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議 

・平成30年度春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議の 

進め方について 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画の見直し（骨子）案について 

2018年10月19日 

平成30年度第２回春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画（一部改定中間案）について 

・パブリックコメントの実施について 

2018年11月１日～    

     11月30日 
市民意見公募（パブリックコメント） 

2019年１月21日 
平成30年度第３回春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画の見直し（最終案）について 

高蔵寺リ・ニュータウン計画（一部改定中間案）に対する市民意見公募の結果 

 募集期間：2018年11月１日～2018年11月30日 

 募集結果：４名 14件 
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４ 改定(2021年(令和３年)３月)                          

(1)計画改定の経緯 

計画の中間年度となる2020年度(令和２年度)に、これまでの取組実績及び成果目標達成

状況についての評価並びに今後のプロジェクト及び施策の方向性を踏まえて、春日井市高

蔵寺リ・ニュータウン推進会議において次のとおり計画の見直し作業を行った。 

 

   

  (2)市民意見公募 

 

開催日 審議内容等 

2020年７月27日 
令和２年度第１回春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画改定骨子案について 

2020年10月23日 

令和２年度第２回春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議 

・高蔵寺ニュータウンに関するアンケート調査結果について 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画改定中間案について 

2020年11月20日～    

     12月21日 
市民意見公募（パブリックコメント） 

2021年１月18日 

令和２年度第３回春日井市高蔵寺リ・ニュータウン推進会議 

・高蔵寺ニュータウンに関するアンケート調査結果について 

・高蔵寺リ・ニュータウン計画改定最終案について 

高蔵寺リ・ニュータウン計画（改定中間案）に対する市民意見公募の結果 

 募集期間：2020年11月20日～2020年12月21日 

 募集結果：５名 14件 



 　　　　　　３　課題に対するプロジェクト及び主要な施策の関連表
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ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
再
生
す
る
か
。

・
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
い
か
に
活
用

・
再
生
す
る
か
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
の
階
段
室
型
中
層
集
合
住
宅
の
高
層
階
空
き
家
を
い
か
に
取
り
扱
う
か
。

・
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
を
い
か
に
図
る
か
。

・
空
き
家
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
他
用
途
活
用
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
利
用
を
い
か
に
行
う
か
。

・
交
通
結
節
点
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
高
蔵
寺
駅
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
活
用

・
発
展
さ
せ
る
か
。

・
天
候
等
に
よ
っ
て
発
生
す
る
交
通
混
雑
を
い
か
に
緩
和
す
る
か
。

・
バ
ス
を
中
心
に
し
た
交
通
環
境
を
い
か
に
維
持

・
向
上
す
る
か
。

・
バ
ス
等
の
高
い
利
便
性
を
い
か
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
。

・
高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
外
縁
部
や
周
辺
地
域
の
交
通
困
難
エ
リ
ア
を
い
か
に
サ
ポ
ー
ト

　
す
る
か
。

・
近
距
離
の
移
動
や
坂
道
の
移
動
困
難
性
を
い
か
に
克
服
す
る
か
。

・
施
設
の
適
正
配
置
等
に
よ
り
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
い
か
に
実
現
す
る
か
。

・
セ
ン
タ
ー
地
区
の
魅
力
の
維
持

・
向
上
を
い
か
に
図
る
か
。

・
立
地
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
拠
点
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
地
区
を
補
う

　
サ
ブ
拠
点
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
。

・
従
来
の
住
区
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
見
直
す
か
。

・
生
活
利
便
施
設
の
立
地
を
い
か
に
促
進
す
る
か
。

・
職
住
近
接
の
観
点
か
ら
、
雇
用
の
確
保

・
促
進
を
い
か
に
図
る
か
。

・
愛
知
環
状
鉄
道
沿
線
上
の
事
業
所
就
業
者
の
居
住
を
い
か
に
促
進
す
る
か
。

・
市
民
農
園
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
い
か
に
提
供
す
る
か
。

・
市
民
の
活
発
な
活
動
を
支
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。

・
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る
か
。

・
福
祉

・
医
療
施
設
を
身
近
な
場
所
に
い
か
に
立
地
さ
せ
る
か
。

・
計
画
さ
れ
た
良
好
な
既
存
資
産

（
ス
ト
ッ
ク
）
を
い
か
に
次
世
代
に
つ
な
げ
る
か
。

・
道
路
や
公
園
の
豊
富
な
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
を
い
か
に
図
る
か
。

・
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
を
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か
。

・
自
治
組
織
及
び
市
民
団
体
の
活
動
や
連
携
を
い
か
に
支
援
す
る
か
。

・
自
治
組
織
と
市
民
団
体
と
の
連
携
を
い
か
に
支
援
す
る
か
。

・
高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
災
害
に
対
す
る
地
理
的
状
況
を
い
か
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
。

・
高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
治
安
の
状
況
を
い
か
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
。

・
豊
か
な
既
存
資
産

（
ス
ト
ッ
ク
）
や
良
好
な
住
環
境
を
い
か
に
保
全
す
る
か
。

・
少
子
高
齢
化
、
移
動
の
困
難
さ
と
い
っ
た
重
要
課
題
に
い
か
に
対
応
す
る
か
。

・
若
い
世
代
の
流
入
促
進
と
良
好
な
住
宅
環
境
の
確
保
を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
。

団地再生によるモデル住宅地づくり：
高森台スマートウェルネスの整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニュータウンの顔づくり：高蔵寺ゲー
トウェイの整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旧小学校施設の活用による生活利便施
設誘致：西のサブセンター整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

交通拠点をつなぐ快適移動ネットワー
クの構築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

センター地区の商業空間の魅力向上と
公共サービスの充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸建て住宅エリアのストック活用の促
進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニュータウン・プロモーション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住宅・土地の流通促進と良好な環境の
保全・創造 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

身近な買い物環境の整備と多様な移動
手段の確保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多世代の共生・交流と子育て・医療・
福祉の安心の向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既存資産（ストック）の有効活用によ
る多様な活動の促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高蔵寺ニュータウンを越えた広域的な
まちづくりの促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

交通の状況
 社会基盤施設
 の状況

自治組織・
市民団体の
状況

防災・防
犯の状況

住民の意識
生活利便サービスの

状況
地域の雇用・
産業の状況

公共公益サー
ビスの状況

7
9

　　　　課　　　題

先導的な主要プロジェクト・
課題に応じた主要な施策

　高蔵寺ニュータウンの特性と
　周辺との関係

人口・世帯の動向 住宅・土地の状況
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